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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

3/3(月曜)

新患4名

入院2名

○センター新患○

・先河原六蔵様（82）：現在南部町にて単身生活をしている。妻は、要介護5で平成25年11月末頃より南部町にある特別養護老人ホーム『長老園』に入所中（それ以前は東八戸病院に入院していた）。

妻が施設に移った頃（平成25年11月末）より、「（妻が）家に帰ってこないんだよ」と長女に訴えることが増えるようになっていた。同時期に、長女を20代と思い込み話をしていることがあり、長女が「私は鮫に嫁いだんだよ」と説明しても理解できないことがあった。かかりつけ医であるはらだクリニックに長女が相談したところ、認知症とははっきり言われていないが、ドネペジル（3）が処方され、平成26年1月31日からはドネペジルが5mgに変更となっていた。2月2日、ヘルパーが食事を作る手伝いをしに来た際に、飲酒しており、「妻がもよってカバンもって出て行った。わぁさ一言も言わずに出て行った。」と話すことがあり、施設に入所している旨をヘルパーが説明したが、理解できなかった。ヘルパーからも専門治療を勧められ、当センターへの相談に至る。

・石橋正雄様（59）：現在、階上町にて単身生活をしている。

　　　　　　　H21年に長年勤めていた職場を解雇され、以後は自宅で過ごしていた(当時は母、

妻、子供2人と生活していた)。経済的に困窮しており、母親からお金の使い方に

ついて指摘を受け、母親に対して日常的に暴力を振るうことがあった。同年、母

親は施設へ入所。H23年7月頃に、妻、子供2人が自宅を出て行き別居状態とな

り、H24年春に離婚。

H23年12月末頃より、本人が同じ内容の話を何度も繰り返すことや、自宅にある金庫から｢叩いて持って行こうとした｣｢灯油が抜き取られた｣｢冷蔵庫のものが無くなった｣等､別居中の妻、子供達を疑うことがあった。また、本人が八戸市内を車で運転中にどこにいるのかがわらなくなることがあった。本人は仕事を探しており、H24年12月に仕事が見つかり勤め始めるが、H25年に入りすぐに、会社から来なくて良いといわれていた(詳細は不明)。H25年には、水道管が凍結していることを知らずにトイレを使用し、排泄物があふれ出てしまうことや、風呂のボイラーが壊れていて入浴できない状態で(壊れているのは、子供が勝手に来て灯油を盗んでいったからだと話す)、しばらくは銭湯に通っていたが、銭湯が閉店してしまったことで、8ヶ月ほど入浴をしていない状態だと話す(実際は風呂道具が濡れている為、どこかで入浴をしているはずだと弟嫁は話している)。また、最近ではガソリンが入っていない自分の車を運転して動けなくなることや、町内会の回覧板の集金ができず、近所からクレームをつけられる事などがあった。また、役場の保健課からは、顔が黒いから肝臓が悪いのではないかといわれており、体の検査についても可能な限り行って欲しいと希望。トイレに行く回数が多く、病気があるのではないかと考えている様子。今回、弟嫁様が階上町役場へ相談し、若年性認知症ガイドブックを頂き、若年性認知症サポートセンターゆえみへ相談。当センターを紹介されたとのことで、相談に至る。

○新患・入院○ささクリニックからの紹介

氏名　：川上　牧子様（54）女性

　主治医：田名部Ｄｒ

入院形態：任意入院(予定）

　病棟　：東病棟Ｄユニット(予定）

　住所　：八戸市

　【経過】

Ｈ16年母がくも膜下出血で倒れた為、退職し、介護を行っていたが、母の入退院が続き疲労・抑うつ状態となりＨ20.7.5ささクリニック初診。薬物治療にて徐々に症状改善しＨ21.11月で治療終了となっている。21.1月母死亡後自宅リフォームを行うが、業者とトラブルがあり再度抑うつ状態となりＨ24.4月より通院を再開し、薬物治療にて症状安定していた。Ｈ25.8月より長兄と同居を開始。再度リフォームを巡るトラブルがありＨ25.8月頃より抑うつ状態再燃し薬物治療行うも吐気出現しＨ5.8.29～同年9.18までさくら病院にて入院治療行うも向精神薬が適合しないとの事でアムロジピンのみ処方となっている。退院後は再度ささクリニックへ通院を開始しているが、抗うつ薬は少量でも過鎮静等副作用出現し、メイラックスを１日置き、不安時にセパゾン少量、漢方薬にて経過を診ている。

今まで父母の介護・看取り、姪の母親役、兄の世話等自分を抑え家の為に尽くしてきた事を親戚や兄等から否定するような事を言われる事があったとの事。Ｈ26.1.29眩暈訴え自ら救急要請し八戸赤十字病院神経内科へ入院。翌日には退院となり、その後はささクリニックにてフォロー行っている。

Ｈ26.2.24ささクリニック受診時「兄と喧嘩してきた」と泣きながら話し、人への恐怖感も強く徐々に疲弊している様子あり自宅での療養は難しい事から入院治療希望あり。ささクリニックより当院へ相談あり、Ｈ26.3.3　12：00東病棟Ｄユニットへ任意入院予定となっている。

＜外来情報＞

・上野　康弘様～2月上旬頃に弟に「働かないでいつまでそうやってるんだ」と言われ、その後より倦怠感・希死念慮が出現。現在も断酒は継続できているとの事で、主治医より断酒継続している事に関しては評価してよいのではないか、今後断酒継続・就職を目標に毎日を過ごしていくようアドバイス受けるも「でも…」と受け入れられずにいる。今までの経過から家族様より理解を得られない事に関しては理解している様子だが、「立ち直れる気がしない」と話している。まずは断酒継続と就職を目標に、毎日をクリアしていくよう説明受けている。「気持ちが落ち着き薬が欲しい」との希望あり、ルーラン（4）3Tが追加処方となっている。

